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研究の主な結果として，（1）10 培養系統の生活環を連続観察し 3 新種 2 既知種を記載 / 再記載したこと，（2）
遊走子の遊泳回数と培地の水分条件の関係を明らかにしたこと，（3）一次遊走子前鞭毛のマスチゴネマ欠失
の確認と同遊走子内にマスチゴネマ原基包含ベシクルを発見したこと，（4）一次遊走子内に卵菌類に特有な
ベシクル構造の存在を確認したこと，（5）分子系統解析により Haptoglossa 属は単系統群であることを確認
したこと，（6）綱内で初期に分岐したグループの一つであることを明らかにした。その結果に基づいて本属
の綱内の系統的位置および進化の道筋について考察している。
以上のように，本論文は暫定的にツユカビ亜門の所属とされている Haptoglossa 属を培養による形態，生
活環の観察，遊走子の微細構造観察，分子系統解析により，本属がツユカビ亜門内で比較的初期に分岐した
独自のグループであることを明らかにし，菌体，遊走子の遊泳性，有性生殖などの形質の進化を総合的に考
察したものである。本研究により全実性絶対寄生性のグループを培養により研究するという新しい方法を確
立され，今後のツユカビ綱およびその関連生物群の分類，系統の研究の発展におおいに貢献するものとして
高く評価できる。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
